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                                文化財保護審議会       
 

① 令和5年度の措置または活動について （資料がありましたら添付してください。） 

 

・大野市文化財保護審議会は、文化財保護法及び大野市文化財保護 

条例に基づき設置。７人の委員が委嘱されている。  

・任務は、大野市教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用 

に関する重要事項について調査審議し、並びにこれらの事項に関して 

大野市教育委員会に建議する。令和 3 年度から 4 年度にかけて、「伝 

大野城式台前門（喜多山家長屋門）」の調査及び審議を行い、教育 

委員会に建議し、市の文化財に指定されている。 

・審議員が調査研究成果を３～4 年ごとに、「奥越史料」で発表してい 

る。今年度末に発行を予定している。 

・文化財保存活用地域計画（以下、地域計画）の作成にあたっては、文 

化財の保存・活用の推進体制として保護審議会の現状の記載が必 

須となっている。 

   また、同条第3項では、地域計画の作成にあたっては、あらかじめ保護 

審議会の意見を聴かなければならないとしている。  

 



 

                                     神子踊保存会       
 

① 令和5年度の措置または活動について （資料がありましたら添付してください。） 

 

  現在、月 1 回定期練習日を持っている。 

  活動の存続について、踊りを楽しむことと、文化財として継承することを

両立させることが重要であるが、難しいことでもある。 

  会員の高齢化が進み、活動の継続に不安があったが、昨年までに、 

３０～５０歳代の会員８名が加入し、活発に活動している。 

 

令和 5 年度の活動 

   ・会主催 盆踊り（8 月 14 日） 

・越前おおの城まつり（8 月 15、16 日） 

   ・市主催「文化財を楽しむ対談会」アトラクションに出演予定 

   ・文化祭「錦秋のしらべ」 

   ・上打波 6 集落の祭りの踊りが 20 程度あり、毎年、「ふるさとの民踊 

大会」を開催して踊りを継承してきた。近年は、そのうち、ねこのこおど 

りを含む 3 種を練習している。 

 

 



 

 

善  導  寺 

 

 特に、文化財の紹介に特化した活動はありませんでした。しかし、本尊阿

弥陀仏への祈りという面では、以下の活動が行われましたので一覧とし

てあげます。 

6 月までの活動ではありませんが、文化財と歴史を紹介する団体参

拝、および句会はこれまでも開催されました。また、今後も開催が決まって

います。 

 

1／８(日)・2／８(水)・3／８(水)・4／８(土)・5／８(月)・6／８(木) 

おてつぎ会 

1／24(金)・2／24(金)・4／24(金)・5／24(金) 婦人会 

1／22(日) 親子の寺子屋〜書初めワークショップ〜 

1／29(日) 親子の寺子屋〜第二弾 謎解き寺からの挑戦状〜※１ 

2／15(水) 百万遍数珠繰念仏会 

3／４（土）〜５(日) 御忌会 

3／15(水) 涅槃会 ※涅槃図使用 

3／18（土） 越前大野おやこ寺子屋〜キッズお点前体験〜 

3／21(火・祝日)、23(木)、24(金) 春季彼岸会※大麻曼荼羅図使用 

5／19(金)、20（土） 死の体験旅行※２ 

 

全て、本堂を使用。阿弥陀仏への勤行を伴う 

※１のみ、庫裡・御成の間も含めた善導寺全体を利用 

※２本堂及び、御成の間を利用 

おてつぎ会、婦人会は定例法要 



大野地球科学研究会 
 

＜天文分野＞ 

・町中でも美しい星空が見られる事をアピールし、「星空保護区認定」を 

後押しするため、月一回の市役所駐車場での観望会を継続する。 

・10 月に、「星の街あおぞらの街」全国大会の開催予定。   

・市内観光業者との連携で、昨年から実施している「星空観望ツアー」を 

継続実施予定。 

・市内小学校からの依頼で、「大野の星空の魅力紹介授業」を継続予定。 

・大野市と自然保護センター、星空関係者との橋渡し役を継続する。 

・昨年度から市内での認定者を増やしつつある、「星のソムリエ」の様に、 

次世代に天文保護活動を繋ぐ取組みを継続する。 

・市内小学生を対象に「大野 Jr 天文リーダーアカデミー」を開設予定。 

 

＜地質・化石分野＞ 

・研究会発足５０周年記念として、これまで本会が採集した分類済みの化 

石標本について、画像の一般公開を予定。 

・４月～１１月にかけて、月平均 2 回程度、和泉地区や中島方面の古生 

代・中生代の地層踏査を予定。 

・市天然記念物「ナポレオン石」の産出地である若子の中足谷踏査を予 

定。 

・化石発掘体験施設「ホロッサ」への講師派遣を継続予定。 

・市の自然活動団体主催の「九頭竜ジオ・カヤックツアー」に講師を派遣 

し、九頭竜湖対岸での化石発掘体験補助を予定。 

 

以上、主な計画内容を挙げました。この他に気象分野・生物分野の活動

もありますが、中心はこれら２つの分野です。 



大野商工会議所





                         一般社団法人大野観光協会   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                                 大野市文化協会   
 

① 令和5年度の措置または活動について （資料がありましたら添付してください。） 

 

大野市文化協会は、文化財保護に関して、これまで長きにわたり、は 

  ぐくまれてきた、各地の伝統文化、芸術を、後世に伝え、守っていくことが 

使命と理解し、活動を続けています。 

 

今回で４５回を迎える「民謡の祭典」を主催していますし、また、大野 

市美術展、文化祭も市と共催しています。 

    7 月 23 日に開催される「民謡の祭典」では、「ふるさと下庄おどり 

会」、「西谷もじり保存会」、「穴馬民踊保存会」の皆様が、郷土芸能を 

披露してくださいます。 

11 月 3 日の文化祭「錦秋のしらべ」でも、毎年、４～５つの保存会の 

  皆さんが出演してくださいます。 

  

各祭典に出演することで、モチベーションを上げて、頑張ろうという気 

持ちを持ち続けていってほしいと思います。 

    それが、文化財保存に関する文化協会の活動だと思っています。 

 

 






